
　10月25日(土)、前日の激しい雨から一転、すっきりとした秋晴れの中、2008
年度日中学院文化祭が開催されました。
　今年は舞台発表のプログラムも充実し、恒例の本科、日本語科各クラスの演目
を始め、本科、別科の有志の方々、校友会の方々など、たくさんの方が参加して
くれました。本科は各クラスとも工夫を凝らした劇が話題を呼び、練習や衣装、
大道具、小道具に力を入れていました。各クラス、練習中も和気あいあいとして
いて、放課後に一生懸命準備している姿を何度も見かけました。
　また、今年は食品の安全が問題になる中、各クラスとも模擬店のメニューを最
後まで悩み、気を使ってメニューを選びました。当日はどれも大変好評で、ほと
んどが売り切れになりました。
　たくさんの方が日中学院に足を運んで下さり、大盛況のうちに今年の文化祭を
終えることができました。一部ですが文化祭の写真を掲載致します。どうぞご覧
下さい。 　　　　　　　　　　　　　　　　2008年文化祭実行委員長　出村智美
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太極拳

服部同学 「八極拳」

たくさんの方の御来校、ありがとうございました！

本科2A 「美女と野獣」

本科2B 「ドラゴンボール」

本科1A 「裸の王様」

別科朗読大会再演

日語科1-1 ｢シンデレラ」

琵
琶
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本研 ｢豚汁&茶タマゴ｣本科2B 「焼きそば」 本科2A ｢水餃子｣

本科1B 「コロッケ&ゼリー」 本科1A 「ラムネ&駄菓子」

日語科2年 「小話と歌」

本研 「博士を探して」 日語科1-2 「ロミオとジュリエット」 本科1B 「狼と7匹の子山羊」

今年の文化祭委員

南京大虐殺70周年集会参加報告 ギター演奏と歌

校友会「ピースリーディング」 本研 「盲目の乞食とゴミ拾いの少女」
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日中学院第18回倉石賞授賞式報告

　11月15日、日中学院第18回倉石賞授賞式及

び祝賀会（参加者８０名）が開かれました。当

日は大勢の出席者のもと、受賞者段躍中氏の基

調報告、推薦者木下俊彦氏、日中友好会館村上

立躬理事長、中国大使館教育処魏 原氏からご

祝辞、選考委員を代表して輿水優先生から選評

をいただきました。授賞式の後、会場をレスト

ラン豫園に移し祝賀会が行われました。当日の

様子は「人民網」でも報道されました。

　以下は賞状の文面と受賞者による基調報告の

要約です。

賞 状

　貴殿は、来日以来、中国でのジャーナリストの経験と持ち前の勤勉さを活かし,日本僑報社、日

中交流研究所等を立ち上げ、数々の活動を通じ日中相互理解のために貢献されています。これまで

の活動を高く評価し、また今後の活動が更に公正で日中両国の人々の交流に役立つものになること

を期待し、ここに表彰いたします。

2008年 11月1５日　 　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日中学院長　　吉田隆司

基調報告の内容

１、段躍中来日以来の活動

●１９９１年留学生としての来日

　「来日当初は、日本語が全くできず、アルバイトをするのが大変でした。そのとき、杉山さんを始

め多くの日本人、中国人の皆様に助けられました。その結果、修士、博士の学位をとることができ

ました。」

●日本でのジャーナリストとしての活動

　学位を取得したのち、大学に残る道もありました。しかし、中国で『青年報』に勤務していたこ

ともあり、日本での活動はジーナーリズムの世界で活動することが役に立てると考え、日々日中交

流情報発信活動を行ってきました。その主な内容は次の通りです。

（１）月刊日本華僑報（‘９６～‘０８年１１月現在１２４号）

（２）週間メルマガ日本僑報電子週刊（‘９８～１１月１２日までに８０２号）

（３）日刊ブログ「段躍中日報」（05年４月15日～08年 11月 15日現在6816本の記事を掲載。）

（４）報道写真記者として、中国の人民網日本版と中国新聞社に約1000枚の写真と投稿

（５）単行本出版（08年 11月現在182点）

 P5に続く



4

私の学習方法　暗記・暗誦

　日中学院に通いはじめて一年。毎日が楽しく、

充実した日々を送っています。この十月には朗

読大会と文化祭にも参加させて頂きました。私

にとっては初めての経験であり、何もかも新鮮

でした。発音の指導をして頂いた先生をはじめ、

クラスメートには心から感謝しています。

　朗読大会では、中国語の美しさをあらためて

実感しました。また朗読の奥の深さも垣間見た

ような気がします。というのは、練習をすれば

するほど、表現の仕方に疑問が湧き、思考錯誤

の連続だったからです。朗読大会の当日も、結

局、果たしてこれでいいのかと疑問を感じなが

らの朗読になってしまいました。本格的に中国

語の学習をはじめて一年にしかならない私が言

うのもおかしいのですが、朗読に自分が１００

％納得できる「到達点」のようなものはあるの

でしょうか。自分のレベルの低さはさておき、

一度朗読の専門家に聞いてみたいものだと思っ

ています。

　朗読大会に参加したことで、『学院報』への寄

稿という思わぬ副産物が舞い込んできました。

中国語の発音の学習方法を書いてほしいとのこ

となのですが、私は発音のための勉強などした

ことはありません。そのことを率直に申し上げ、

発音は女性の方がきれいだし女性に執筆を頼ま

れたらどうですかと、一度は断りました。しか

しその先生が言われるには「女性の発音がきれ

いなのは分かっています。あなたが男だから頼

んでいるのです」とのこと。なんだか喜んでい

いのやら分からなくなるお言葉だったのですが、

断りきれずつい引き受けてしまいました。その

せいで、自分が一体どんな発音練習をしてきた

のか、考えあぐねるハメになってしまったので

す。

　中国語の学習では発音が大切だということは

よく言われていることで、私にも印象に強く

残っている人の言葉があります。

　一人は京劇俳優になった石山雄太さん。彼が

北京で京劇を目指し始めた頃、インタビューの

中でこういうことを言っていました。「一番気を

つけていることは発音です。とくに“ｎ”音と

“ｎｇ”音の違いに気をつけています。中国の人

におかしいと思われますから」。

　もう一人は外務省の岡田勝さん、「中国語の発

音は習い始めが肝心です。習い始めは発音の基

礎ができあがる段階で、発音が間違ったまま固

定されてしまうと、後から矯正するのは難しい

です。発音の勉強をする時は特に気をつけ、標

準語に多く触れるようにして下さい」（『中国語

ジャーナル』２００７年６月号）。

　石山さんの言葉は、十数年以上も前のことな

のに、どういうわけか頭にこびりついています。

そこで、発音の練習などしたことがない私が、

発音に役立つことを何かしてきたかということ

ですが、思いあたることはたった一つ、しょっ

ちゅう唐詩を暗記してきたということです。私

は唐詩が好きで、以前からいろんな詩を暗記し

てきました。暗誦をする時、正確かどうかは別

にして、なるべく四声に忠実であろうと心がけ

別科生　宇都宏昭

学院祭に参加
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たことは確かです。その延長線上で、学院のテ

キストの文章もできるだけ暗記することにして

います。一つの詩や文章を暗記するには、その

詩や文章を何回も繰り返して音読する必要があ

りますから、それが結果的に発音の練習につな

がっていたのではないかと思ったのですが、ど

んなものなんでしょう。ただ私の経験からする

と、暗誦を繰り返すと、発音には否応なく敏感

になるような気がします。朗読大会に参加され

た方も、おそらくこのことは実感されているの

ではないでしょうか。

　暗記は、年齢とともに難しくなると言われま

すが、斯く言う私もその一人で、以前は楽し

かった暗記に、今ではストレスを感じるように

なってきました。思うように暗記ができず、覚

えてもすぐ忘れる、それが原因で胃が痛むこと

もしばしばです。何もここまでやる必要はない、

と自分でも思うのですが、それでも暗記にこだ

わってしまうのは、暗記ができたという達成感

や充実感があるからです。自己満足にすぎませ

んが、これは私にとって何ものにも変えがたい

もので、中国語学習のエネルギーともなってい

ます。暗記・暗誦が中国語の上達に役立つかど

うかは分かりません。しかし私はこの暗誦とい

う学習スタイルが気に入っていますし、これか

らもこだわり続けたいと思っています。　　　

　最後に、僭越を承知で以下のことを付言させ

て頂きます。

　中日友好協会の会長であった寥承志氏が生前、

将来の日中関係に触れ「この大戦の体験者が日

本に存命しているうちは、日中関係は心配ない。

しかしその後のことは分からない」という趣旨

の発言をされたことがありました。私は両国の

関係が、この学院の文化祭のように、いつまで

も和やかなものであってほしいと願っています。

相互交流を通して、両国の相互理解が一層深ま

ることを期待してやみません。相互理解とは、

相手に自分の言い分を理解しろと要求すること

ではなく、相手の言い分を誠実に受けとめ、理

解しようと努力することを言うのだと信じます。

    日中学院第18回倉石賞授賞式報告　P3からの続き
●中国語教育・普及活動

（６）非常勤の中国語講師（1998年～３つの大学で10コマ担当）

（７）星期日漢語角創設（07年 8月 5日～現在まで西池袋公園に65回開催）

（８）日中翻訳学院の創立（08年 9月 29日創立、現在３つの講座開講）

（９）日本人の中国語作文コンクールを主催05年～現在まで４回実施、延べ600名参加）

●資料収集・研究活動

（10）在日中国人文献資料センター（‘96年～現在まで日本で発刊された中国語新聞雑誌約200タイ

トル、実物2万点 /中国人の日本語著書と中国で刊行された日本関連書籍約1000冊を所蔵）

（11）池袋中国研究会創設（池袋で活躍する中国人の資料を収集整理し、池袋と中国に関わる情報を

編集して日本人と華僑社会との交流と相互理解を深めることを目的としている）

２、直面している問題

（12）人手不足：日中交流の架け橋になる志をもつ常勤スタッフを募集中。日中学院で学んでいる若

い方歓迎

（13）日中作文コンクール開催の資金不足：1口5000円の募金活動を開始いたしますので、是非ご

協力ください。お礼は受賞作品集と1年間の『日本僑報』の贈呈

段躍中さん受賞おめでとうございます！
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　いつも図書室をご利用頂きありがとうございます。図書室では毎年受講生、卒業生、旧教職員

の皆様から図書やビデオテープなどの視聴覚資料を長年にわたってご寄贈いただきました。これ

まで寄贈されました資料は在校生の中国語、日本語学習や中国理解に大いに活用されております。

寄贈頂きました皆様に心より感謝申し上げます。

　しかしながら、ご承知のとおり当図書室は場所も狭く、蔵書を保管するスペースも限界に達し

てきており、寄贈された資料の受け入れもある程度制限せざるを得ない情況になりました。そこ

でお願いですが、図書室への寄贈書が多数になる際には、必ず前もって図書室までご一報下さい

ますようお願い申し上げます。このようなお願いは心苦しいのですが、何卒ご協力をお願い申し

上げます。

◇資料のご寄贈に関して◇　（図書室より）
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《伊索寓言故事屋》　光明日報
　アンデルセンやイソップの
童話が、かわいい挿絵と朗読
ＣＤで楽しく読めます。年末
の大掃除のお供にも！

●『歌って覚える中国語』CD
ブック　日中通信社
　月刊『聴く中国語』から、歌
と解説のみを収録した音楽
ファンにはおいしい本♪
　周杰倫、劉徳華、陳坤、張学
友など

◇ 新着図書 ◇
『地球の歩き方』中国／北京・
天津／上海・杭州・蘇州／台湾
／香港　ダイヤモンド社　
『瀾滄江怒江伝』黄光成著　大
澤香織訳　めこん

◇ 新着DVD ◇
『似水年華　歳月、水のごとく』
全１２号（11月現在10号まで
刊行）日中通信社
主演：黄磊、劉若英、朱旭
江南地方の美しい水郷、烏鎮
を舞台にした男女のせつない
愛を描いた中国の大ヒットド
ラマがDVD＆シナリオブック
に！　日中対訳 音付き。
　

◇ お知らせ ◇
　図書室は12月23日から来年
1月8日まで休室します。この
間、在籍・継続の皆様には通常
より多くの貸出サービスがあ
ります。詳しくは掲示でご覧
ください。

　―コキントウ（胡
錦涛）、オンカホウ（温家宝）は
日本語読みなのにイミョンバ
ク（李明博）、キムジョンイル
(金正日)は何故ハングル語？　
それに答えてくれたのが―
『朝鮮人がなぜ「日本名」を名
のるのか』金一勉　三一書房
1978年発行
　それは1975年、在日韓国人
牧師崔昌華氏が、自分の名を
「サイ・ショウカ」と呼んだ
NHKを相手取り、訴訟を起こ
したことから始まる。
　「私の名はチォエ・チャンホ
ア。全ての韓国人朝鮮人の名
を正しく呼んでくれ」。
その背景には民族の人権と誇
り、そして過去の日本による
植民地支配と創氏改名への抵
抗がありました。
（注）本書出版後、この裁判は最
高裁で敗訴。だがこれを機に、
NHKはじめ各メディアは韓国
人朝鮮人、そして地名にも民族
語読みを始めたといわれる

●―愛と幻の満州国へいざ―
『サキエル氏のパスポート』
石黒健治　光人社
　フォトグラファーである著者
は、ユダヤ人に満州国のパス
ポートを発行した第二の杉原千
畝を探してほしいと頼まれる。
　依頼人サキエル氏から見せ

られたパスポートに血がさわ
いだ彼は、ドキュメント番組
を制作しようと奔走する。取
材が深まるにつれ、対ソ・独の
スパイ活動、満州国のユダヤ
画策が次々と照らし出されて
きた。
　本書はノンフィクションで
あり、実名と実在する資料が
写真により証明されている。
　
●―おお～い、アダム（艾田）
君！―
『中国開封のユダヤ人』 小岸昭
人文書院
　北宋時代、黄河の南岸に定
住を許されたユダヤ人たちは
皇帝より漢族姓を賜り、独自
の共同体を組織しながらも、
次第に中国人化していく。
　科挙「秀才」に合格した艾田
がルーツ・同胞を求め、北京に
馬を飛ばし、キリスト教宣教師
マティオ・リッチに面会に行く
雄姿は男のロマンだ。やがて生
じる上海ユダヤとの不和、日本
のユダヤ観も興味深い。

●―真の隣人を知るために―
『そうだったのか！中国』 池上
彰　集英社
　共産党公認の歴史はもうい
らぬ。中国の真実をこれほど
までに読者にわかりやすく、
かつ広く深く追求した本はな
かった。面白くスイスイ読め
る。しかも読みながら「ウ～
ム」と唸り、文字通り『そう
だったのか！』と、しばし絶
句！   B 係員の三ッ星★★★
おすすめ本

　●―休憩タイムに♪
《安徒生童話》　光明日報

図書室 
だよ 
り 
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かれました。

天津同窓会

●日本語科バスハイクが１１月２１
日、晴天の中行われました。

　　

　　　　　
●委託講座　日中学院では、官公庁
からの委託講座、企業への講師の派
遣、個人レッスンなどのご要望にお

12月の日中学院 
六 五 四 三 二 一 日 

６ 
● 公 開 講 座 
　 １ ３ 時 ～ 
● 本 科 研 究 科 学 内 
　 面 接 試 験 

５ 
● 本 科 第 １ 次 試 験 
　 受 付 締 切 

４ ３ ２ １ 
● 学 院 報 ４ ０ ５ 号 　　 

１ ３ 
●公開講座 
　 １ ３ 時～ 

１ ２ 
● 本 科 定 期 試 験 
　 ～ １ ９ 日 

１ １ 
● 運 営 委 員 会 

１ ０ 
● 本 科 第 ２ 次 試 験 
　 受 付 開 始 

９ 
● 本 科 第 １ 次 
　 合 格 発 表 

８ ７ 
● 本 科 第 １ 次 
　 入 学 試 験 

２ ０ 
● 本 科 第 ２ 学 期 
　 授 業 最 終 日 

１ ９ 
●日本語科第２学 
　期授業最終日 

１ ８ １ ７ １ ６ １ ５ １ ４ 
● 全 体 講 師 会 
● 忘 年 会 

２ ７ ２ ６ 
● 教 職 員 旅 行 
　 ～ ２ ９ 日 
　 冬 季 閉 門 ～ １ / ５ 

２ ５ 
● 仕 事 納 め 

２ ４ ２ ３ 
● 休 日 

２ ２ ２ １ 

３ １ ３ ０ ２ ９ ２ ８ 

・ ２ ７ 日…本･日合同弁論大会 
・ ２ ９ 日…本科１年生選択授業聴講活動 
・ ３ ０ 日…本科第３次試験募集開始 

・ １ ６ 日…本科第２次試験応募締 め 切 り 
・ １ ８ 日…本科第２次入学試験 
・ ２ ４ 日…本科生 の た め の 公開講座 
・ ２ ６ 日…日本語科春節 パ － テ ィ 

● １月の日中学院 
・６日…仕事始 め ／公開講座 （入門、 基礎） 
・ １ ０ 日…全学授業開始 
・ １ ５ 日…運営委員会 

■ご寄付
校友会宮薗巌様より留学生疾病基金
に１万円のご寄付をいただきまし
た。ありがとうございます。
■耳目
●おめでとう！
日中友好協会スピーチコンテスト東
京大会（１１月９日）に出場した２
名の同学が表彰を受けました。全国
大会出場です。
・朗読の部：銀賞　
　　赤岩伸彦同学（本科１年）
・弁論の部：北京市人民対外友好協
会会長賞
　　香谷賢洋同学（本科２年）
●日中学院北京同窓会＆天津同窓会
が開かれました。中国での同窓会活
動が活発です。１１月１日に北京で
は稲垣同学の学生（北京で日本語を
学ぶ中国人）との交流会、１１月８
日には天津で４人参加の同窓会が開

応えしています。
●本科研究科では中国人留学生を募
集しています。日中通訳技術、日本
語能力向上を目指す方の応募をお待
ちしています。詳細は事務局までお
問い合わせください。
●通訳ガイド講座が新学期を迎えま
す。０９年度通訳案内士１次試験
（０９年９月予定）に、向けての講座
です。１月１０日が開講です。
●中国語基礎速成講座１月スタート
クラスが１月１３日開講となります。
授業日は、火・木の週２回コース、本
学院初登場の盧尤講師が担当します。
●無料公開講座〈1月分〉
　①1月 6日(火)入門18:45～ 20:45
　②1月 6日(火)基礎18:45～ 20:45
■編集後記　校正ミスでの「お詫び」
の多い１年でした。なんとも恥ずか
しいことです。来年がんばります。
祝新年快  !
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